職務経歴書

作成日：平成XX年X月XX日

氏名：キャプラン　太郎

生年月日：昭和XX年X月XX日

連絡先：03-XXXX-XXXX

■職務経歴


○○○株式会社

平成X年XX月～平成X年XX月

事業内容：　医療用機器の製造、販売
売上高：　XX億円（平成XX年実績）、　資本金：X億円、　従業員：XX人
子会社商社の出納、資金、買掛・売掛管理、記帳等日常の経理業務に従事。
○○○○株式会社
平成X年XX月～平成XX年X月

事業内容：　医療用医薬品、一般用医薬品、トイレタリー製品の研究開発、輸入、製造、販売
売上高：　XXX億円（平成XX年実績）、　資本金：X億円、　従業員：XXX人
所属： 本社経理部門（XX年XXヶ月）

1. 経理部会計課（X年Xヶ月）

2. 経理部会計課係長（X年、　部下X名）

3. 経理部税務課（X年）

4. 経理部経理課（X年Xヶ月）

＜業務内容＞

財務会計全般（XX年XXヶ月）

取引を会計上・税務上の観点からチェック、問題点の抽出と解明。商法・税務決算

税務（XX年XXヶ月）

· 税額計算～税務申告書の作成～申告納付の一連の業務。

· 海外取引に関しての租税条約の適用の可否の検討

· 税制改正などへの対応

· 税務申告書、法定（支払）調書、その他の提出資料の情報を収集するためのデータベースの作成と整備を行ない、事務の効率化を実現した。

· 政策減税の適用を受けるための情報収集、社内の体制整備、社内関連部署および外部専門家との協議等を行い、減税額の試算を行った。
固定資産管理（XX年XXヶ月）
· 取得価額・耐用年数の決定と償却費の計算

· 固定資産税・償却資産税の計算と申告納付

· 固定資産システム導入

· 大規模設備投資プロジェクトにメンバーとして参加し、会計・税務上適正でかつ有利な取り扱いとなるよう経理処理を行った。

棚卸資産・原価計算（X年）
物流部門、営業部門のデータに基づく売上原価・製造原価の計算

英文連結財務諸表の作成（X年）
固定資産、棚卸資産・原価計算等につき、日本と英国とのGAAPの相違に係る調整(RJE,AJE)を行い、(被)連結決算諸表(consolidation return)の作成を行った。

コンプライアンス業務（X年Xヶ月）
社内の委員会(寄附金の拠出に関するもの)に書記として参加し、委員長(経理部長)をサポートするとともに、会計上・税務上の観点から助言を行った。


マネジメント経験
係長(senior accountant)として部下X名の指導、管理。

■資　格


普通自動車運転免許　

日商簿記２級

■セールスポイント


· 財務（税務）会計における十分な知識（GAAP、税法等）と技能を有している。

· 海外の法人の日本法人の経理部門の勤務経験があり、被連結にあたっての取引（RJE, AJE, Consolidation return）についての認識がある。

· ＰＣスキル（使用可能ソフト）・・・Word,  Excel,  Access,  Power point, Outlook,  Notes.


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

事業内容や規模を明記する事で仕事のスケールや環境がイメージできます。





具体的な数字を明記する事で経験をリアルに伝えることが出来ます。





職務内容を分類することで分かりやすくなります。必ず詳細も明記しましょう。





改善点や戦略も明記しましょう。





システム導入の経験は漏らさず明記しましょう。





マネジメント経験があれば部下の人数や部課の所属人数も出来るだけ明記しましょう。





資格を取得していれば明記しましょう。また英語力を求めている求人企業も多くなりましたので、あれば明記をしましょう。





専門職としてのキャリアやマネジメント力をアピールしましょう。








